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米ソ対立の終蔦によってもたらされたグロ-バル化社会において,国際組
織犯罪(transnational organized crime)は深刻な安全保障上の脅威(security
threat)として受け入れられるようになってきた.その中でも,麻薬産業(及
び麻薬密輸)は広域な影響範囲やテロリストグループとの関連のため,個人・
社会(S∝iety) …国,そして国際社会全体-深刻な被害を与えうる脅威であ
るという認識が確立しつつある.これは2003年に欧州連合CEU)が公式文
書の中で麻薬密輸を安全保障上の脅威と明文化したことでも確認することが
できる2)しかし,麻薬密輸のような新しく脅威と認識された事象は非伝統的
(又は非従来型)脅威(non-traditional security threats)と称され.従来の安
全保障上の脅威とは異なるカテゴリーに当たるとされている,なぜなら,こ
の非伝統的脅威は武力中心であった今までの脅威-戦争や侵略行為-と性質
を異にするからである.
麻薬産業をはじめとする国際組織犯罪の代表的なものは密貿易である.国
際密貿易は合法な国際貿易と同様にグローバリゼーションの恩恵を受けて発
展してきた.交通網の発達や技術の向上による移動,インターネヅトや廉価
な電話代などによるコミュニケ-ションの簡易化とコストの低下は合法会社
のビジネスを国際化させ世界市場の形成に貢献した…　この越境活動の活発化
は図らずも非合法世界における国際市場の拡大にも力を貸してしまうのであ
る.例えば, EUの単一市場(single market)政策やシェソゲソ(Schengen)
条約は加盟国間の経済活動を活発化させ, EUの国際市場での競争力を高め
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るという目的で実施された.この政策の恩恵を受けたのは輸出入に関する煩
雑な事務手続きから解放された多国籍企業や地元企業に加えて,密貿易を行
う国際犯罪組織なのである.市場と国境の開放は犯罪者がEU内で行方をく
らまし,新たな市場を開拓する為に都合の長い環境を整えてしまった.例え
ば,コロンビアの麻薬組鰍まヨーロッパを個々の国と認識せずヨーロッパと
いう統一麻薬市場として扱うようになったのである3).これはEUの拡大に
伴い,いかにヨーロッパ諸国-の密輸が容易になったかを示すものであると
いえよう.
利潤の高い麻薬産業に目をつけたのは犯罪組織だけではない.テロリスト
グル-プやゲ1)ラグループも資金源確保のために参入している.コロンビア
では麻薬密輸に関与していないゲリラグル-プはいないと言われている4'.
また,ヨーロッパではコソボ独立運動の先鋒であるコソボ解放軍(KLA)節
麻薬の密輸及び売掛こ関与しているということが米国の諜報機関である米中
央情報局(CIA)などの報告で知られている　9.11テロ事件の主犯グル-
プであるアルカイダは様々な資金源があるとされていたが,アフガニスタン
におけるケシの花の栽培,及びオピウムや-ロインの精製から得る資金が主
な収入源になっているという国際連合(国連)の報告もある6).
近年話題とされている国際組織犯罪や麻薬産業であるが,これらは冷戦後
の社会に突然現れた新しい現象ではない.組織犯罪そのものは以前から存在
していた.なぜ冷戦後の世界で騒がれるようになったのか.それは, 1990
年代以降に見られる犯罪組織のネットワークの国際化…広域化のためであ
る7'…　世界各地に散らばる犯罪組織が手を組み,国際密貿易を可能にするメ
カニズムを造り上げてきたのである…　他国の犯罪紅織との連携によって構築
された国際流通路は密貿易の成功率を上げビジネスを発展させた.それに伴
い国際市場が確立され,資金力を増加させた犯罪組織が強大化したのだ8).
特に麻薬に関しては, 20世紀初頭に国際連盟が麻薬の禁止を請い始めた時
代に比べ,需要が格段に増している9).需要が増せば供給が増す,麻薬産業
をはじめとする密貿易は資本主義における市場経済の原理に基づいた構造で
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ある.膨らんだ国際麻薬市場のために麻薬組織の資金力や規模が拡大したの
である.
本稿は非伝統的脅威とはどのような脅威であるのか,国際組織犯罪がはび
こることによって国にどのような影響があるのかを検証する.分析は米国に
おける国際紅織犯罪(コカイン密輸)とそれに関与する犯罪魁織の活動を検
証して行う.米国を事例として取りあげる理由は,コカインの密貿易に消費
国として深く関わっているからである.また,非伝統的脅威は弱い国ほどダ
メージを受けやすいとされているにも関わらず,米国はコカイン貿易を国家
安全保障上の脅威と断言している.米国の国家安全保障上の脅威という認識
はどのような現実に基づいているのかを調査して行く.
以下,第1葦にて「社会問題」として認識されていた事象がどのように安
全保障上の脅威と看倣されるようになったのか.非伝統的脅威の形成,secu-
ritization)と認識について検証する.第2章では非伝統的脅威の影響を分
析する.麻薬産業が米国に与える影響について政治・経済的そして外交的な
影響に焦点を絞って考察する.非伝統的脅威は多角的脅威とも呼ばれるよう
に,影響は多岐に渡る.しかし,分析の為の要素を絞り込み,国家機能の中
枢である政治と経済,そして組織犯罪を通じての他国との関わりのみを本稿
では扱うこととする.
第1章　脅威とその形成
1989年の共産主義の崩壊は従来受け入れられてきた「敵」や「脅威」と
いう概念の再定義を余儀なくした. Wasverは概念の再定義・再構築にあた
り急激なグロ-バル化の進行は国際的な活動や国境を越えて影響を与えうる
事象によって引き起こされる可能性のある脅威についても新たに考慮すべき
ではないか,と安全保障の概念の拡大化の必要性を論じた10)これは環境,
国際紅織犯罪や移民問題といった今までは社会問題として捉えられていた事
象をも安全保障という観点から議論するという風潮に繋がったin　本章では
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社会構築主義の視点から脅威の構築と認識について検証する.
古典的なリアリスト的アプロ-チからすれば,安全保障とは国の維持を目
的とするものであり,その為に軍事力や経済力を増強し国際的に認められる
パワーを保持する必要があると考えられてきた12)国力を増すために他国を
侵略し,飯土を広げ,資源などを確保しようと努めたのである.つまり,他
国の東大になろうとする意思と努力が安全保障上の脅威なのである.言いか
えれば,従来の安全保障上の脅威とは国(他国)の強さから生じるものであ?
た.しかしながら,このような古典的な安全保障の観念は冷戦の終結と共に
変化した-3'…安全保障の対象も従来の国中心の考え方から,個人や民族14)
社会(society),国際社会,場合によっては政府体制の脆弱性-5)などにまで
広げられてきた.
1) 7 I)スト的見地からすれば,国際組織犯罪や麻薬密輸は安全保障問題と
はならない.なぜなら,これらは国の債土-の直接的な脅威ではないからで
ある.非伝統的脅威の与えるダメ-ジは国の存続と直結する頬のものではな
く,むしろ国家機能へのダメージなのである.それゆえ, HerreUは非伝統
的脅威は国の弱さから生じる脅威であると論じている16)また, Williamsは
安全保障の定義を外部からの軍事的な脅威のみならず,社会(society)の健
全な機能性の維持をも含めて考えるのであれば,麻薬産業は従来脅威と看倣
されてきたものよりもずっと深刻な脅威といえる,と主張している17)なぜ
なら,麻薬密輸からの脅威は国家機能の不全や公的秩序の乱れにより国家ア
イデンティティや社会通念を侵食するものだからである.
国家のアイデンティティ及び社会通念そして健全な国家機能の保持は,す
なわち国家の現状維持(status quo)に勤めることと同義であると言えよ
う18)これはある意味,国益(national interests)の拡大解釈である,つまり,
国益というのは従来のように資源や額土と言った物質的なもの(ノ、-ド)だ
けではなく,特有の価値観や概念　国家としての質という領域(ソフト)隻
で含まれるということである,これはJo血一とTaylorが論じているように,
根源的な価値観や国としてのありようを脅かす事象は国家安全保障上の脅威
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の一つとして看倣し得る,ということなのである19)…　例えば犯罪の蔓延は社
会の道徳観の低下とそれに伴う治安の悪化に通ずる.それにより,法治国家
としての機能及び質が低下し,状況によっては政府が領土をコントロール出
来ないという統治権に関わる事態になることもあり得るのである20)そうな
れば,国家は形骸化してしまう.これは現代社会において外部の侵略による
国家滅亡と同様に深刻な事態である,と看倣しているのである.
このような政府の脆弱性は国際社会の該当国家の印象にも影響を与える…
なぜなら,国家機能や基盤,統治体制に関する政治的信条(イデオロギー)
等は国家の質を体現するものであると看倣すことができるからであり,この
ような要素を踏まえて構成されるのが対外的な国家の印象なのである21)
Jacksonによれば国際関係における国の認知度は他国が該当国の主権を如何
に認知するかによって決まると言う22)それゆえ,国のアイデンティティを
維持することは国家としての質や対外的な印象を保つことなのであると同時
に, 「その国らしくある」ことを可能にしているのである-つまりこれが現
状の維持(S由tusquo)なのである23)このように考えると,現代における国
家安全保障は,古典的な安全保障と同様,やはり国の現状維持を目的として
いると言えよう.しかし,その意味するところは国土保全や国際関係の蹴る
相対的な力ということから拡大され,国家の内面的な事柄(アイデンティティ
や行政機能)まで含まれるのである24)
次に,安全保障における「脅威」や「敵」とはどのようなものであるかを
検証する.ポストポジティピストの言によれば, 「客観的真実(objective
truth)」というものは存在しない25'…　つまり, 「脅威」や「敵」は客観的真実
として存在し,認められているものではないのである.脅威はある事象が個
人,社会,国,そして国際社会にとって害であると看倣されて初めて「脅威」
として存在出来るのである.ゆえに, 「脅威」や「敵」という存在は主観的
なものであると言える.
リアリストは脅威と国防について論じてきたものの, ytリズムは「脅威」
や「敵」は既に存在するものとしてとらえている…　言い換えれば,リアリス
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トは「敵」の存在を肯定するものの,敵が敵たるゆえんについては論じてい
ない26)逆にポストポジティピストは脅威はある事象が「脅威」として解釈
され認識されるまで存在しない,と説いている.例えば, Edwaldは存在自
体がリスクであるものはないが,すべてのものが危険性を持つ可能性はある
としている27)事象や物体が危険性を季む物であるか否かは,危険性やリス
クをどのように分析し判断するかによるというのである…　いわゆる敵という
ものの存在は解釈によって作り出されるのである.それゆえ,Campbellは「危
険」とそれが関連付けられている行動や事件は必ずしも関連性があるわけで
はないと述べている28)害や脅威(dangerorthreat)はある事象の特定要因
や事象に対する誇張された理解に基づき, 「解釈の結果」として生まれて来
るものなのであり,その事象の「絶対的な性質」であるとは限らないのであ
る29) Mitsilegasらによると,恐怖というものは現象の誇張された認識に困っ
て生じるものだと言う30) Bigoはこのコンセプトを更に発展させ,脅威の
認識には政治的意図が働いていると論じている30,
そうであるならば,どの事象が脅威として位置づけられるかは重要な意味
を持つ,なぜなら,国が脅威として認識したのは事象の与える実害に加えて,
国特有の文化的背景や国益との関連があるからである32)…ゆえにNeufeldは,
認識論(なにが信頼に値する知識であるかという問題)と政治(共同体から
重要で正当な問題であり,ニ-ズや利益があると看倣されていること)の間
には深いつながりがある,と述べている33)脅威は社会通念となることでそ
の正当性と存在を確立するのである…　更に,この脅威の認識を共有する(社
会通念とする)ことで共同体のアイデンティティ(collective identity)が強
化されるのである.これは脅威が「自他の区別」を明確化し,共同体のアイ
デンティティをより戴く定義するからである34)恣意的な社会通念の形成に
ついてクリティカルセオリーでは「社会通念には目的が必要である」一例え
ば特定集団を社会的に排除したり,物事を社会規範・道徳と相容れないもの
として位置づけるなど-と論じている35)…　犯罪の研究を行ったHeidensohn
は社会悪という概念は単に社会的に構築された概念ではなく,ある意味社会
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的かつ恣意的に構築されたものであるとしている36)っまり,特定の事象が
共同体の中で意図的に悪であるとレッテルを貼られたのである…　このように
安全保障上の脅威も国のエT)-トによって意図的に作り出されたものであ
り,作り出された脅威は社会的に認められ受け入れられる必要があると考え
られよう37)言い換えるならば,脅威は政治目的のために「作り出す」こと
ができるのである.
例えば,国が何らかの事象を脅威として選択する理由は実害よりもその事
象が政治のツールとして便利であるから,という場合もある…　Christieと
Bruunによると麻薬はロビ-グル-プの利権に関わらず,パワ-バランスに
影響を与えない実に都合の良い「敵」である38)…　なぜなら,麻薬は合法経済
活動(会社やロビーグループの活動)からあがる利潤とは無関係だからであ
る.それゆえ,政戸的ま利益団体に縛られることがなく,状況に応じた柔軟な
政策を打ち出すことができるのである.しかも, BullingtonらやCarpenter
が論じるように政策決定の柔軟性及び麻薬の性質討'により,政府は国際情
勢に応じた政策を打ち出すことで外交上のツールとして利用することも可能
なのである40)
米国の場合,大統債が国家安全保障-の脅威にプライオリティをつけ
る41).それゆえ,安全保障に関する最優先事項は時代によって異なる.冷戦
時代は共産主義の脅威が最優先事項であったのに対し,冷戦後は麻薬やテロ
の優先順位が上がった.冷戦時代にもレ-ガン政権の麻薬戦争(War on
Drugs)のように麻薬政策はとられていたが,共産主義よりは重要性のない
問題だとされていた. Treasterの説によると, 1984年にカリブ地域で麻薬規
制がなされていなかったのは米政府にとって共産主義の方がより深刻な問題
だと看倣されていたからである42)しかしながら,冷戦後に政権をとったク
リントン大統領はラテンアメリカでの麻薬規制,そして国内での麻薬常習者
の取り締まりに力をいれた43)ク・)ントン政権にとって麻薬問題は国内に済
む切実な安全保障問題だったのである.次のG.W.プッシュ政権も同様に
麻薬問題の深刻さをアピールし,積極的に取り組んでいた.しかし2001年
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9月11日のテロ事件以降,麻薬政策は影を潜め,米国の国家安全保障の最
優先事項はテロ対策にとってかわられたのである44)このような安全保障に
関するプライオ1)ティの変化は国のアイデンティティの変化へと繋がるので
ある.
脅威の形成は, Hopfが論じているように,国のアイデンティティと事象
の認識の仕方を通じて分析することができる45)安全保障の必要性というの
は社会的なアイデンティティ(social identity)の形成に伴って「派生して」
くるものである.なぜなら,社会的なアイデンティティは「自己」と「他者」
の違いを挙げることで定義する方が容易だからである46)例えば,国民は外
国人(他者)の存在を認識することで「自己」の存在を知るのである.つま
り「自己」を「他者」から区別し, 「自己」と「他者」の関係を友達や敵と
分類するのである. Wendtはこの「自己」と「他者」の関係について以下の
ように論じている:「敵」や「脅威」を作ることは国が存在意義やその形態(国
の有り様)を正当化するために必要なことなのである47)… McSweeneyはア
イデンティティと安全保障の関係を評して「自分たち」の世界における不穏
(insecurity)は秩序の乱れや,共通認識又は社会規範として信じられてきた
もの-つまり「自己」としての統一感-が崩壊しそうなときに生まれてくる
ものである,と述べている48)
類似した自己と他者を区別するメカニズムとして,犯罪行動と社会規範が
ある49)…　共同体において犯罪は不道徳を象徴しており,不道徳というフィル
ターをかけることによって共同体のメンバーは道から外れた行いを慎むので
ある.国際関係において脅威というのは無くてはならない存在であり, 「自己」
と「他者」の関係における質や安定に対する認識が自分たちの世界が安全か
どうかを決定する指標となっているのである50)それゆえ,安全保障上の脅
威というのは, 「他」と定義される物すべて- 「他者(他国)」のみならず国
のアイデンティティに反する出来事である「異質な物・出来事」なども含ん
でいるのである.
要約すると,非伝統的脅威は国家機能などの内面的な事柄への脅威である
非伝統的脅威の認識　1 45
ため,従来の安全保障問題よりも解釈を拡大する必要がある.非伝統的脅威
は国家のアイデンティティを脅かし,国家としての質を旋める現象のことで
あると定義することができよう.この際の国家のアイデンティティとは,疏
治体制やイデオロギー,信条などが施行した政策によって表現されるもので
あり,対外的に認知されたものを言う,また,国家の質というのは政府の国
家機能(政治…経済体軌及び法治体制)を遂行する能力と国内の安定によっ
てはかられるものである.国のアイデンティティと国家の質というのは,場
合によっては同義語と成り得るものでもある.国家観能が不全の場合,国の
アイデンティティも影響を受けるであろう.例えば,国際社会において崩壊
国家(foiled state)などのラベルを貼られ,国としての評価が下がるという
のがそれである.非伝統的脅威が国に与える影響は複雑で特定しづらいもの
である.更に,その影響は全ての国に同様という訳ではなく,国家体制の成
熟度によって受けるダメージが異なるのである51)
第2章　米国におけるコカイン密輸と脅威としての認識
本章では,米国がコカインの密貿易から受けているダメージ,及び米国の
コカイン密輸に対する認識(securitization)について検証する.前述の通り,
国際組織犯罪の影響は可視的な物だけとは限らない.加えて,コカイン密輸
は影響.範関が広いとされている.よって,コカイン密輸からの被害は経済的
影響,政治的影響そして外交的影響52'の3点に絞って検証を行う.
第1節では,経済的影響としてコカイン密輸が経済活動に与え得る影響と
麻薬取り締まりによって派生するコストについて検証する.国が支払わなけ
ればならないコストは脱税や健康への影響と言った直接的な被害だけではな
く,違法化することによって生じる政策実行のためのコストもまたコカイン
貿易関連の影響の一つと考えられるからである.また,コカイン産業とマネー
ロンダ.)ングに関与する金融機関の結びつきも問題となる.第2節では,政
治的影響として法規制と贈収賄に着目する.違法貿易は往々にして賄賂に
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よって支えられており,コカイン貿易も例外ではない.警察や入国管理にあ
たる役人,銀行員など密貿易の要となる行程に関わる者をタ-ゲットとする
ことが多い,第3節では外交的影響として人種や移民問題について考察する.
米国では麻薬は外国の陰謀として外敵扱いする傾向にある.時代背景と共に
メ-ゲットにされる特定の民族があり,政府や社会が「外国人」と麻薬をど
のように結び付けてきたかに焦点をあてる.
第1節　経済的影響
米国はその経済力故に密貿易者にとって魅力的な国である.コカイン産業
の浸透と発展は米国の合法経済活動にも影響を与えてきた.本節では以下の
2点について言及する.まず第1にコカイン産業の仕紅みと発展について検
証する…　コカイン貿易は, 「麻薬そのものというよりはドラッグマネ-が諸
悪の根源である」53)と表されるように,結局のところ,金銭(経鰐力)の問
題である.コカイン産業の発展によりトラフイヅカ-は合法ビジネスを「買
う」ことができるようになったのみならず,賄賂を使って合法社会での影響
力を増して行ったのである.コカイン市場の規模については議論があるもの
の,巨額の資金を集めるのに十分な規模であると言えよう.麻薬貿易による
収益(ナルコ…ダラ-)は米国経済に浸透し,合法社会を動かしているので
ある.
第2に,コカイン規制にかかるコストについて検証する…　コカイン規制政
策を打ち出して以来,米政府は多額の国家予算をこの政策のために割り当て
てきた…　刑事罰に重きをおいたコカイン規制において,取り締まりの強化は
囚人・刑務所の増加を意味し,政府の出費を増額させている.この現象はプ
リズン・インダストリ-コンプレックス(prison-industry complex)として
知られている.米国の麻薬規制への取り組みと,麻薬常習者数や市場に出回
るコカインの量を考慮するとこの政策のコストパフォーマンスは疑問視され
ている.
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1　合法経済と非合法経済
コカイン貿易は収益率の高いビジネスである.コカインの適法化とそれに
伴う規制強化により価格が上昇し,コカイン産業の発展へと繋がっていたの
である54)そして,それは同時に合法経済から違法経済への巨額の金が流れ
出たということでもある.非課税の経済活動(特に麻薬取引のような市場規
模の大きなもの)は政府にとっては深刻な損失である.
Wisotskyは達法化の影響で1980年代にコカイン価格が40から60倍に引
き上げられ　その結果として年間$800-$1000億というコカイン…ダラ-の
非合法経済への流入が起こってしまったと分析している55)…　しかしながら,
過去20年の間にコカイン価格は約70%下落している.国家薬物取締政策局
(Office of National Drug Control Policy)の報告書によるとコカイン価格の下
落は2000年には$353億とも言われていたコカイン市場の収蝕に一役買って
いると言う56)
価格の下落によりコカインの質が落ちたのかというとそうではない. 10-
20%程度の純度から始まり, 1980年代未には純度70%程度のコカインが取
引されるようになっていた57) 1990年代に入ると更に純度の高いコカイン
が流通していた58) 1990年代後半,ストリートレベルでのコカイン売買は
最も廉価な物で0.1」3.5gのパッケ-ジが記,ピュア・コカインはグラム
当たり$904100であった59) 1990年代以降,大衆の手が届く価格帯で販売
されるようになっただけでなく,高純度のコカインは手に入れた消費者が
「カット」60'して再販することさえできるようになったのである.これによ
りコカイン取引は収入を必要とする者が少ない元手で始められるビジネスと
・Xcsa
収入を増やそうと試みるインナーシティに住む貧しいマイノ1)ティグル-
プはしばしばコカイン産業に参入しようと画策している. McCounとReuter
の調査では,麻薬取締法違反の逮捕者統計によると1960年代にワシントン
のインナ-シティで生まれた男性の約30%が18-24歳のときに麻薬取引に
関わっているということである61㌧　コカインビジネスの魅力とは,たとえわ
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ずかな量であってもコカインを購入出来る者に即時の現金収入源のみなら
ず,仕事や人生における裁量権を自分の手中に収めることのできる機会を作
り出せるところにあるとBrawnsteinは述べている62)ぁる意味,コカイン
ビジネスはインナーシティの若者たちのアメ1)カソドリ-ムである,と言え
なくもない,
コカイン取引で成功した者は「クラックハウス」を開店し,より巌織化さ
れたビジネスの在り方を展開してゆく. 1980年代, Williamsはこ.1-ヨ-
クでのリサーチを通じて個人から組織へとコカインビジネスが発展して行く
様を目の当たりにした.紅織化に伴いコカインビジネスは複雑,危険かつ競
争の激しい産業となった.なぜなら,コカインビジネスとは成功には事業の
「多角化」であり,大規模なクラックノ、ウスの運営を行って利益を上げる為
には不動産業への介入が必要不可欠であったからである63) 1990年代初頭
には,ニューヨークのコカインピジネ刈ま組織化され,会社運営に類似した
ビジネスモデルを作り出していた,
麻薬産業の拡大は,コカイン産業は犯罪者を街にはびこらせ,犯罪者の影
響力を強めることになる…　しかし,その一方で,合法社会においては資産を
築くことは難しいであろうスラムの若者に,財産を築くチャンスを与える可
能性や,産業が発展することで派生する合法ビジネスによって地域に仕事を
提供するという役割を担うことができる.とはいえ,麻薬産業で作り出した
資産は,そのままでは合法経済活動に使用することはできないのである.
違法に上げた収益を合法経済界で投資する為には,現金から犯罪の痕跡を
抹消し合法金融システムに乗せなければならない.マネ-ロンダリング(資
金洗浄)には幾つか方法があるが,一般的なものは銀行間送金や合法会社を
買収してフロントカンパニーとして使う方法である.マネーロンダリングは
違法収益を合法化し,トラッフイヅカ-に合法経済界においても資金力を与
えてしまうという理由で政府が犯罪化している…　しかし,マネーロンダリン
グは1988年の「バンク…オブ…クレジット・アンド・コマース…インタ-
ナショナル(BCCI)スキャンダル」64)が明るみに出るまで特に注目はされて
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いなかった.
銀行にとって,預金を受け付けるというのがビジネスであり,送金1件ご
とに最高3%の手数料を取っている65)頻繁に高額な送金要語を出すドラッ
グ…トラフィッカーは銀行にとっては良い顧客である.よって,銀行によっ
ては違法にも関わらずナルコ.ダラーを洗う手助けをし続けていたのであ
る66)例えば,バ./ク・オブ・クレジット・アンド.コマース・インターナ
ショナル(BCCI)はマネーロンダ1)ングに加担していると何度か非難され
ている…　そして1988年にはBCCIがコロンビアのコカイン・カルテルやパ
ナマのノリエガ将軍の為にナルコ…ダラ-を洗浄していたということが暴露
されたのである…　BCCIは$3200万のコカイン収益のうちの$1400万を違法
収益と知りつつも洗浄したと告発された67)しかし数年後の1991年, BCCI
が$2300万をノリエガ将軍の為に洗浄しているという告発が再び浮上したの
であった68)告発されてもマネーロンダ.)ングを続けるBCCIと犯罪化を主
張する米政府とはマネーロンダリングの被害について明らかに異なる見解を
持っていると言えよう.
類似した例では,フロリダにあるフラッグシップ・ナショナル・バンクが
ナルコ…ダラーの預金と送金を受け入れていたとして告発された.裁判記録
によると,預けられた現金にはお札についたコカインのせいで粉っぽかった
こともあるということであった69)このような状況を考えると銀行側は,ど
のような経緯でできた資金であるかに気が付いていたはずである,それでも
尚,預金を受け付け,不審な取引の際に義務づけられている政府への報告を
怠ったのである70)言い換えれば,触法行為のマネーロンダ.)ングであると
認識さえしなければ,銀行に取ってはどのような現金であれ取引によって
「害」は生じなかったのである.
銀行経由のマネ-ロンダリングの他,フロントカンパ二-を使った方法が
よく使われる…　フロントカンパニーには宝石商などのように多額の現金取引
を行う業種をトラフィッカーは好んで選択する.ロサンジェルスでは,宝石
卸業者が委託されてマネーロンダリングを行っていた.ローペックス(Ropex
l;iit　　田町K!ff:能翻　羽川き　顎いご;;ift:
Corporation)とアンドニアン・プラザ-ズ(Andonian Brothers Manuhctur-
ing Company)はトラフィッカーのマネ-ロンダリングに加担し,合法貿易
による金銭取引を装いつつ国際送金を行っていた71)また,マイアミではコ
ロンビア麻薬密輸組織カリ・カルテルが旅行会杜とカサ・デ・カ-/ビオ(casa
de cambio)と呼ばれる両替商に委託してマネーロンダリ'/グを行ってい
た72)ナルコ・ダラーはマイアミ・バンクやシティ　…バンクのような銀行の
地方支店から南アメリカやロンド-/,スイス等のフロントカンパニ-名義の
口座に送金されていたのである.
このようにして犯罪の痕跡をぬぐい去った資産を使い,トラフィッカーは
合法経済界での活動域を広げる為に事業や不動産を購入するのである.その
結果, 1980年代のマイアミでは地域の不動産の約20%が麻薬組織員に所有
されていたのである731.この不動産の買い上げはオランダ嶺アソティレスに
本拠地を置く麻薬組織のシェルカンパニ-が行っていた.シェルカンパニ-
を挟むことによって,不動産の真の所有者であるトラフィッカーとのコネク
ションが判りづらくなり,取締りを回避することができるからである.また
多くの不動産を手中にできたのは,トラフィッカーの保持する巨額の宮のお
かげで,不動産市場で麻薬組織のシェルカンパニ-が競合他社となる合法企
業に対して優位に立つことができたせいでもある74),
コカインビジネスの恩恵を受けるグループが他にもある.それはゲリラグ
ル-プである.コロンビア政府関係者は,コロンビアのゲリラグル-プでコ
カイン産業を資金源としないグループはいないと断言した75)…　コロンビアの
大きなゲリラグループは麻薬取引から年額$5-6億稼いでいるとされてい
る76)ナルコ…ダラ-はトラフィッカーの資金力だけではなく,ゲ1)ラグルー
プや国際テロ組織の活動をも支えているのである.米政鰍ま洗浄されたナル
コ…ダラーがコロンビア革命軍(蝕柁as Armadas Revolutionaries de Colom-
bio-FARC)のようなゲリラグル-プの強大化に貢献し,活動の激化に伴う
政情不安や国際テロを増加させることに危機感を感じている77-. 2001年9
月11日のテロ以降,米政府はマネーロンダリング,犯罪組織とゲリラグル-
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プの連携にさらに神経を尖らせている.この2つの組織の連携はコカイン産
業の拡大に繋がるだけではなく,ゲ1)ラグループの資金力を増大させ,活動
を活発化させるからである78)…
上記のような麻薬組織負の合法経済活動への進出はシェルカンパニー等を
巧妙に利用する為,表層にはなかなか現れない.しかし, 「汚れた金(dirty
money)」の流入や海外流出が金融市場や銀行に影響を与える可能性はある
であろう.また,ナルコ・ダラーの合法経済の流入は,トラフィッカーが合
法経済の中で運用出来る資産を増加するということでもある.トラフィッ
カーの資金力は土地や不動産の所有等,特定業種の独占にも繋がり得る.こ
のような独占体制はトラフィッカーがある地域や業界で影響力を持ち,意の
ままに周りを動かすことができる環境を作り上げ,コカイン産業の更なる発
展の基盤ともなりかねない.さらに,コカィ./産業の発展はゲリラグループ
の韓大化に繋がる.これは政情不安定をもたらすとともに,国際テロ増加の
危険性を秘めている.
2　麻薬規制のコスト
政府にとってコカインの消費がもたらすコストはコカインに直接関係する
こと(非課税で売買される等)だけではない…　麻薬禁止や麻薬規制政策から
派生するコストも存在するのである. Perlの言によれば,薬物の乱用は米国
にとって年間$1600億の損失であるという79)この年間コストの内訳には麻
薬常習者の治療費($149億),刑事裁判制度とそれに関わるコスト,そして
社会福祉に関わる支出C$350億)があげられている80)ここでは麻薬規制
政策のコストについて検証する…
麻薬規制政策は2つのプログラムを基盤としている:供給を絶つことを目
的とする取締りと需要を減らすことを目的とした教育と治療による中毒者の
更生である.クリントン政権が需要削減プログラムに力を入れたことがあっ
たものの,米国の麻薬規制はまだ供給削減ための取締りに重点を置いてい
る8H.この一因としては,麻薬取締はランニングコストのかからない政策だ
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と看倣されているからである82ゝ.麻薬取締局(DEA)は1980-90年代を通し
てコカイン密輸量を約75%削減したと報告しているが,過去の業績を振り
返ると麻薬取締のコストパフォーマンスには批判が多かった83)そこで予算
をあまりまわさずとも運営できる政策として現行の麻薬取締政策が存在する
のである.
現行政策は端的pこ言えば,ナルコ・ダラ-を運用資金とする取り締まりで
ある.法執行機関が密売人やトラフィッカーから押収…没収した現金や資産
は国庫に入る,政府にとっては,麻薬取締は「収入源」と成り得るのである.
その後,没収された資産の一部は法執行機関-の報酬として再分配される.
この報酬は役人が密売人やトラフィッカーに懐柔されずに任務遂行のモチ
ベ-ションを保つことを目的とするのみならず,法執行機関の今後のオペ
レーションの運用資金としても使われるのである.このシステムのバック
ボーンは連邦法と州法である.連邦法と州法は法執行機関が没収品・押収品
から利益を得ることを許可しているのである,つまり,麻薬規制は麻薬組織
の押収された資金の上に成り立っているのである…　例えば,フロリダでは麻
薬検挙率の高さゆえに,没収したナルコ・ダラ-で刑務所を建てることがで
きた84)米国司法省の報告書によると, 1994年だけで総押収額(釦0億)の
約3分の1を法執行機関に分配したという85)法執行機関に分配される金額
は前年度の押収額に基づいて算出される為, 「押収量が多ければ,貰える報
奨金も多い」ということである86)…
このシステムは上手く機能しているように見える.業績が予算の追加に繋
がるのであれば,管轄内でのコカイン問題への取り組みにも力が入るであろ
ラ.麻薬取締で得た資金は更なるコカイン規制の為のオペレーションに役立
てられるのである.しかし,このシステムに潜む危険性はコカイン取締のター
ゲットがコカインそのものではなく密売人やトラフィッカーの資産になって
しまうことである,とNaylorは指摘している87)それゆえ,取締りの対象
が罪の深刻な者ではなく,より資金力のある者となる可能性がある88)っま
り,取締りにおける優先順位が正義ではなく金になってしまうということで
非伝統的脅威の認識　1 53
ある.事実,ロサンジェルスのエリート警察部隊ザ…メイジャーズの元隊員
は部署の功績の為により押収額の多い事件をタ-ゲットにするようになった
と述べている89)警察では押収によって各部署が次年度の予算を稼ぐことに
なっていたのだ90)これでは,司法制度本来の意義から外れていく危険性が
.*6
取り締まりにかかるコストを補填するのに一役かっているとは言え,押収
品だけでは麻薬取締りのコストをカバ-するには不十分である. MacCoun
とReuterは麻薬規制プログラムは1980年代から1990年代中頃にかけて約
3. 5倍に膨らんだと推測している91)…　原田の一つは取締政策の規模拡大であ
る.コカイン取締を行う為の法執行官は年々増加しているし,取締の結果と
して増加し続ける受刑者もコスト増加に繋がっている.例えば,法執行機関
の一つであるDEAは1983年から2003年の間に2倍以上の規模になり,千
算はこの20年間で7倍近くの$190億になっている92)…　麻薬取締を強化する
につれ,プリズン・インダストリ-コンプレックス(prison-industry com-
plex)を維持する為により多くの施設と資金が必要になってきていたのであ
る. 1996年には麻薬取締法違反による服役囚の更生と治療の為だけに政府
は$680億以上も支払っていたのである93)
このプT)ズソ…インダストリ-コンプレックスとは法観制とそれに伴って
派生する事業の関係のことを言う.プリズン…インダストリーコンプレック
スは逮捕者の増加による刑務所の不足から始まる. 1989年の囚人数は
44,000名であったが4), 1998年には180万人を数えた95)そのうちの50%
が麻薬取締法違反者であった96)刑務所の増設は建築業界に活気を与え,新
たな職を生み出す97)そうなると,刑務所建築は米国にとって「ビッグ…ビ
ジネス」となり得る.例えば,カリフォルニアでは1984年から1999年の間
に20の刑務所を建設した.この刑務所建設はカリフォルニアの一番規模の
大きな「公共事業」となったのである98)新設の刑務所にはスタッフが必要
である為,地域住民に新たに就職口を提供することとなったのである…
以上のように経済面においてコカイン産業の影響を害だと言い切るのは繋
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しい.コカイン密貿易による損失は大きいが,必ずしも害として明らかな事
ばかりではない.コカインは低所得層の収入源と成り得るし,状況によって
は資産を築き貧困から抜け出すチャンスすら与えてくれる可能性があるの
だ.ナルコ…ダラーを元手に合法経済に進出して行く密売人やトラフィッカー
の存在は彼らが合法経済に大きな影響を与え始めるまで気付かれないことが
多い…　原田の一つはナルコ・ダラーを資金源とする合法会社の存在が犯罪と
合法な経済活動の線引きを暖味にしてしまうからである.密売人やトラ
フィッカーはアグレッシブな戦略を用いることがあるため,独占等により競
争が阻害され市場が乱される可能性もある,
コカイン産業の間接的な影響である取締りについては,連邦政府及び州政
府はコカイン売買の摘発から臨時収入を得ている.この押収によって得た収
入が次の捜査や摘発の為の資金源と成っているのである.こう考えると,蘇
薬取締はいわば押収した資産でオペレーションを行う「自給自足」のような
システムで,政府に取ってはコストのかからない政策のように見受けられる,
更に,麻薬取締りは規模の拡大とともに職をも供給することができるのであ
る…　しかし,このような政策に済む危険がある: lつは経済的な動機が法執
行官を誤った方向一正義ではなく,金銭を追求する方向-へと向かわせてし
まうことである99)このような警察の方向性は法治制度への信頼を失墜させ
恐れがある,もう1つはプT)ズン・ィ./ダストリーコンプレックスを維持し
て行く為に麻薬産業とその規制政策を必要とする,という本末転倒な事態に
陥る危険性である. Wisotskyはこのような状況を危供し,このような麻薬
娩制の在り方は麻薬密輸組織と法執行官の共生状態を作り出し,このシステ
ムは半永久的に継続されていくと述べている100)ナルコ…ダラーは取り締
まる者と取り締まられる者の双方の共益となり,国の政策もまた麻薬産業の
上に成り立つという皮肉な状況を生み出す危険性を示唆しているのである.
言うなれば,国家の麻薬依存である.
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第2節　政治的影響
本節はコカイン・トラフィッカーが賄賂を用いてどのような影響を政府に
与えるかを検証する. Simpsonはある商品の禁止は汚職の温床と成り,政府
機関への信蛎を損なわせる,と禁酒法を例に挙げて論じている.それによれ
ば, 1920年代の禁酒法はアメI)カの歴史上の何よりも警察に汚職を蔓延さ
せ,法の尊重という精神を失墜させた101)そして今日の社会においてこの
禁酒法と同様の効果をもたらす物はコカインや他の麻薬の禁止法である,と
いう102)麻薬禁止政策の下で,法執行官の汚職開溝は避けられないことで
ある103)国際連合麻薬取締局(UNDCP)は麻薬密輸組織と汚職に関して,
発達した麻薬産業のあるところには警察の汚職の危険性を伴うという見解を
示している104)賄賂の対象者は現場の警察官から政治家までと幅広い.賄
賂の効果は麻薬密輸組織の望む特定債域においてのみ発揮される為,一般大
衆が不正を目の当たりにすることはあまり無い.しかし,政府関係者がトラ
フイツカ-のために便宜を図ることで政府機関の橡能や執行プロセス-の信
頼が失われるのである…
トラフィッカーに最もターゲットとされそうなのはDEAや連邦捜査局
(FBI),中央情報局(CIA)の捜査¥,そして司法関係者である.彼らの持
つ専門知識や仕事の性質は麻薬組織にとって有益な人材と看倣されるのであ
る. Cnの場合,捜査官はコロンビアの麻薬密輸組織と関わりがあることで
知られている105). 1988年, 2人のCIA捜査官が$225,000と引き換えにコロ
ンビアのカルテルが行うコカインと武器の密輸を手助けしたとして逮捕され
ている1腑.
DEA及びCIA捜査官の汚職疑惑の元となった事件の1つは,前述のBCCI
スキャンダルである.この事件はマネ-ロンダリ-/グを見過ごしたという
DEAの過失と, CIAからトラフィッカーへの情報漏洩を露呈した. BCCI経
由でのマネーロンダ1)ソグは法執行官には周知の事実だったにもかかわら
ず,銀行もトラフィッカーも無罪放免であったと報告された. Robinsonに
よれば, DEAと内国歳入庁(IRS)は1985年から1990年の間で125回以上
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もナルコ…ダラーの取引がBCCIを通じて行われたことを把握しておきなが
ら,何の措置もとらなかったということが捜査から明らかにされたというこ
とである107)…捜査を行う中で,CIAの情報漏洩疑惑が持ち上がった…それは,
$2300万が資産押収直前にBCCIから動かされてしまっていたためであ
る108)
コロンビア麻薬組織の影響力は米国内にまで及び,パ-トナ-シップを築
き上げていた. 1995年のオペレ-ンヨン・コーナ-スト-ソでは,カリ・
カルテルと弁護士や米政府関係者との繋がりが明らかになった109)その中
には元司法省国際関係局長マイケル・アペル(Michael Abbell)やカリ・カ
ルテルのメンバーの告訴を扱っていた元検事ウィリアム…モーラン(William
Moran)が含まれていた110)ァベルはカリ…カルテルの主要メンバ-の一人
であるオレフエラとカ1) ・カルテルの弁護人として職権を濫用しコカインビ
ジネスに関与したとして知られている.
その他,税関吏はコカインが税関を通過する際に見て見ぬ振りをすること
でコカイン貿易に加担し,蔑ぱくかの謝礼を受け取ることがある…　このよう
に国境や入国に関係する部署の役人は往々にして贈賄の対象となる.連邦会
計監査院(GAO)のレポートによると移民局と税関吏による麻薬がらみの
汚職事件が蔑つかあったとされている.その結果としてトラフィッカーは安
全に入国できるよう便宜を図ってもらい,麻薬取締に関する情報を流しても
らっていたのである11日. FBI特別捜査官によると,このような便宜を図るこ
とによって年収の2倍程度の額を受け取るということであった112)例えば,
アリゾナの国境警備隊の場合であれば,コカインを無事米国内に投入するこ
とができれば1回毎に$3,000から$10,000を受け取るのである113)
サンディェゴとティフアナの間にある検問所では組織的な汚職が横行して
いた114)税関特別捜査官であったカルマンは上司から現状を受け入れるよ
う言われていた…　税関吏はトラフィッカーから定期的に金を受け取り,コカ
インを米国内に運び込ませていたIla)…　税関吏は監視レーダ-情報をトラ
フィッカーに伝え,レーダーに捕捉されずに移動出来るよう便宜を図ってい
Jtt.ttfft耳*蝣'、 t&　is;
た.カルマンは税関長官と財務長官もまたこのような現状を知りつつ何の描
置もとらなかったので,麻薬組織の片棒を担いでいると非難した.
所轄の警察の場合,贈収賄はやや違った様相を示している. 1998年の
GAOレポートによると, 1993年から1997年の間に麻薬関連の事件を扱っ
た全警察のうちの50%が贈収賄の罪で起訴されている116)麻薬事件に関わ
る警察の汚職は,概して少人数のグル-プや個人を対象とし,遵法捜査・押
収,トラフィッカーの保護,報告書の偽装や嘘の証言などをさす117) 1980
年代,一部のマイアミ警察官がトラフィッカーから大童のコカインと現金を
盗んだと報道された118)その頃のマイアミ警察署に居た警官の10%は汚職
をしていると言われていたはどである.しかし,これは珍しい話ではなく,
捜査や取締の際にコカインや金品を私物化するという行為は比較的頻繁に起
こっていたのである119)元ロサンジェルス警察官も容疑者から$500とコカ
インを盗んだことを認めている120)また,ロサンジェルス警察署は容疑者
から押収したコカインや金品を公式記録として報告を怠ったことがあること
も知られている121)押収物は容疑者の家族を他の密売人の情報を売る情報
畳(informants)として使うのに充てられていた.
他にもアドホックから,継続して続けられる汚職まである.例えば,逮捕
時に容疑者が現金やコカインを支払い,今後情報屋として働くことを条件に
見逃してもらうということもある122)情報展を使って,敵対する密売人を
逮捕するというのは米司法制度ではよく使われる方法である123)さらに情
報の売買と言えるほど体系化されたケースもある.トラフィッカーの中には
売り上げの一部や一定額を定期的に賄賂として渡し,その代償として警察は
盗聴や家宅捜索の予定,ターゲットにされている逮捕者のリスト,使われて
いる情報屋の名前等,捜査に関わる重要情報を知らせていた124)
このような警察の腐敗は捜査や取締努力を始まる前から無意味な物にす
る…　捜査…取締の失敗は政府に金銭的な損失のみならず,警察の権威の失墜,
ひいては法治制度への信頼を失う原因となるのである.なによりも皮肉なの
紘,法執行機関の腐敗は麻薬規制の方向性を定めた国の方針から耗生した害
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だということである…
第3節　外交的影響
米国はコカインの生産地とコカイン貿易は外国人が中心と成って行ってい
るということから,コカイン産業は米国を弱体化させようとする外国の陰謀
(alien conspiracy)だと考えている125}　本節では米国の移民とコカイン貿易
の繋がり,そして政府の対応について考察する,
米国は概してコカイン貿易というのは外国人の持ち込んだ厄介事である,
というスタンスを取っている…　コカイン・エピデミック(cocaine epidera-
ic)とコカイン禁止法の施行はある特定のエスニック・グループが米国内で
台頭してきた時期と重なっている. 1914年のハリソン麻薬条例(the Harri-
son Narcotics Act of 1914)が導入された時期は,ちょうど南部の白人が黒人
の社会的台頭に怯え,彼らの社会進出を押さえようと試みた時期であっ
た126),約40年後,コカイン貿易はマフィアが牛耳っていると語られ,政府
はコカイン貿易の横行を外国マフィアによる陰謀であるとする説を広め
た127)その後, 1980年代にはインナーシティの黒人とヒスパニック系移民
が米国における「コカイン…エピデミック」の責めを受けることとなっ
た128).
コカイン禁止法やオピウム等の麻薬の禁止法は,危険性や薬物の影響では
なく政治的な理由-マイノリティ…グル-プの疎外や他の社会問題の隠蔽-
から作られたと論じる者もいる.コカイン貿易に外国人移民が関与している
ので,米国ではコカイン問題は外国人によってもたらされた物だと看倣され
ているとメキシコ政府関係者は述べている129¥　Mustoは麻薬規制を特定の
マイノリティ・グループを孤立させる為の物だと論じている.彼の言によれ
ば麻薬規制の推進力というのは世代,民族,階級間の乳裸から来るものだと
いうことである130)
確かに,コカイン産業は主に外国人(ヒスパニック系移民やラテ-/アメT)
カ人,そしてイタリア…マフィア)が行っている.コカイン市場は小規模で
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あったとはいえ, 1960年代の違法ビジネスはイタリアとシチリア出身者で
構成されるマフィア・ファミ.)-が所有していた131)現在,コカイン産業
は主にラテンアメリカの麻薬密輸組織が掌超しており,ラテンアメリカと米
国にある支部やネットワークを使って流通させている.メキシコと米国の間
の長い国境地帯はパトロ-ルが困難なため,南方からの密輸品を米国内に運
び込むのに格好の場所となっている132)更に,メキシコが北米自由貿易協
皮(NAFTA)に加盟したことで,ラテンアメリカのコカイン…トラフイツカ-
は益々米国へ麻薬を運びやすくなったのである133). 1970年以降,コロンビ
アの麻薬組織が流通路を確録したことにより,コカインの価格が下がり購買
層の拡大に繋がった. 1980年代に入り,コロンビアの麻薬組織が「セル
(cell)」134)と呼ばれる支部を米国内に組織したのも,如何に米国がコカイン
消費大国となっていたかという指標になるであろう135)
米コカイン市場において,コロンビア人は移民衝をつなぐことで流通ネッ
トワ-クを形成し,米国北西部と東海岸の都市136)を手中に収めた1371これ
以外の地域でのコカイン貿易はメキシコやドミニカの麻薬密輸組織がヨロン
ビア人と連携して行っている138]コロンビア人はセルを使って米国-の運
搬や卸といった流通ピラミッドの上層部を取り仕切っている!39>　小売りと
路上販売はヒスパニック系移民(メキシコ,コロンビア,プェルトリコ,ド
ミニカ共和国等)に加えて米国人(主に黒人14(1)このコカイン産業の外国
人占有率の高さが米政府がマイノリティ・グループの生活するインナーシ
ティとコカイン貿易を結びつける理由なのである…
コカインが急速に蔓延していった1980年代,国際麻薬取引年次報告書
(INCSR)によるとインナーシティでのクラック乱用が「今最も深刻で早急
に対処しなければならない問題」であるとされていた141)このように政府
がコカイン問題に重点を置くのは,大衆の関心を貧困のような社会問題から
逸らす為であるという見方もある.言うなれば,コカイン規制政策はなにか
と問題になる移民やマイノリティ・グループ,反抗的な若者を取り締まるた
めのスケ-プゴ-トとして用いられたのである一42) ReinarmanとLevineは
160　　国際関係紀要　第18巻　窮112合併号
このような政策をとる政府を政治的なツールとしては非常に便利かもしれな
いが,社会の根本的な問題を無視しているとして非難した143)また, Woodi-
WISSは政府がコカインを暴力や貧困,犯罪の増加の原因だという刷り込み
を行い,ポスト・ベトナム戦争の米国の関心を戦争の傷跡から背けようとし
たとしている144). Magruderにおいてはコカインと暴力的な犯罪等の社会問
題とのリンクは政府による誇張であると述べている"5)…
確かに,政府は貧困や暴力と言った社会問題を隠蔽する為の手段として,
コカイン貿易を政治的に重要な問題として取り上げているという面はある.
しかし,それならばコカインでなくても良いのかもしれない.敢えてラテン
アメリカからのコカインである必要があったのは,近年拡大しているといわ
れている,英語を話せないヒスパニック系コミ3.ニティの増加を政府が問題
視しているせいでもある.年々増加し.コカイン取引で生活を成り立たせて
いると言われているラテンアメリカからの違法移民-の対策の一環とも言え
るであろう146)
∫:': il":
米国はコカイン密貿易を国家安全保障上の脅威であるとしている.理由は
コカイン密貿易が米国経済や価値観に害をもたらす可能性があることに加え
て,国際テロや政情不安定の要田を作りかねないからである…米国において,
コカイン産業の影響は直接軌　間接的な被害として確認されている…　それに
加え,麻薬取締政策の影響というのもコカイ-/産業から派生する影響として
とらえられるべきである.なぜなら,犯罪組織の活動,そしてそれに対する
法執行機関の活動は相関関係にあるからである. DEA長官であったタンディ
はコカイン密貿易が米国に与える脅威を表して以下のように述べている:蘇
薬密輸範織は米国の理念と構造を利潤の為に崩壊させようとしているの
だ147)一方, ReinarmanとLevineはコカインよりも人種差別,貧困,そし
て誤解を社会に根付かせた米国の麻薬規制政策の方がよほど害が大きい,と
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述べている148)
コカイン貿易の影響は犯罪組織の性質というよりは,厳しい取締りの結果
によるものである.米政府はコカインやクラックの乱用や取引を赦罰を持っ
て処すことに大義を与えているがエ　Brownsteinの論じるように「クラッ
ク・クライシス」や「クラック・エピデミック」は刑事司法制度の肥大と
法規制の激化を正当化しようとするための言い訳のように見受けられる150)
米政戸的ま生産地や中心となるのがラテンアメリカ人などの外国人であると
いう理由で,コカインを経済や社会を蝕む「外敵」と看供している.確かに
コカイン貿易によって生み出された多額のナルコ…ダラーが米国経済に流入
し,マイノリティ・グル-プや違法移民が米国で生きて行く為の糧を生み出
している.それと同時に,麻薬常用者となり堕落して行く米国民の増加は社
会的・経済的なコスト引き上げている…　つまり,合法貿易では勝者である米
国が,コカイン貿易においては金銭的にも人的にも赤字なのである…加えて,
米政府はナルコ・ダラーがラテンアメリカ(特にコロンビア)で政情不安定
を助長するのではないかと危供している,ナルコ…ダラーを資金源に,ラテ
ンアメT)カのゲリラ・グル-プが国際的な活動を展開する可能性が無いとは
言えない.ラテンアメリカと結びつきの強い米国がそのような政情不安定か
ら受ける影響は政治的にも経済的にも大きいと予測される.こう考えると,
コカイン規制はラテンアメリカと密に関係を紡ぎ,テロ活動を警戒する為の
伏線的役割で,コカインそのものが脅威ではないのである.
それゆえ,コカインに限らず麻薬規制政策は全体的に特定のマイノリ
ティ　…グループを抑制するための政策と看倣すことができる…　禁止されてい
る麻薬毎に特定のエスニック・グル-プが関連づけられているのもそのせい
であろう.コカインを乱用しているのは主に白人であるが,強調されるのは
黒人とヒスパニック系移民である.法執行官はヒスパニック系と黒人のコ
ミュニティに狙いを定めて捜査を行う…　そのため,第2節で触れたように貧
しい黒人街での検挙率が高くなる傾向にあるのである.
米国の麻薬取締政策の開腹点は,法執行機関が押収品から報奨金として金
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晶を受け取ることができるというところにもある.このシステムは国の財源
を使わないため,良い政策のように見えるが,私欲にかられた法執行官の汚
職を助長する傾向にある,警官は犯罪ではなく押収額の多い事件を手がけ,
上官は汚職を見逃している,このような事実は大衆の日には触れにくいが,
暴露されれば国家機関への不信感を煽ることとなる.それゆえ,麻薬戦争は
刑事司法制度-の信頼を失墜させているとも言える151)…
以上より,コカイン貿易は米国の国家機能(政治,経済,司法)に直接的・
間接的に影響を与えている.汚職により法執行機関の腐敗が進むことで,国
民が司法制度への信転を失うことは国の威信に関わる問題である.しかし,
これは米国の政策との関連で生じた害でもあり,一概にコカインが与えた被
害とは言いがたい.総括すると,コカインの脅威はむしろ,自国内で急増し
たエスニック・マイノ1)ティの影響力に対する不安-未知への恐怖-に端を
発しているように思える…　また現在のコカインの脅威はヒスパニック系移民
と彼らが作り上げる米国内の非英語圏コミュニティの拡大によるところもあ
るように見受けられる.その反面　麻薬常用者の増加は国家にとって大きな
損失であることは否めない上　ナルコ・ダラーの流入とそれに伴う犯罪者の
影響力の増大は好ましいとは言いがたい.よって,米社会の価値観や倫理観,
一体感等を著しく定める脅威一社会的脅威という認識の方が適切なように思
え,米国にとっては国家安全保障の脅威というレベルまで引き上げてコカイ
ン密貿易を扱う必要はないのではないかと見受けられる…
しかしながら,第1章で論じたように非伝統的脅威の性質上　主体となる
米国がコカイン密貿易をどのように認識するかによって脅威のレベルが決定
される.非常に主観的な側面を持つため,米国が国家安全保障上の脅威と認
識するのであれば国家安全保障上の脅威なのである.
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Perception of a Non-traditional Security Threat:
Cocaine Trafficking and its threats in the United States
Sayaka Fukumi
This paper examines secuntization of a non-traditional security threat, namely Latin
American cocaine trai丘eking in the United States. One of the characteristics of non-tradi-
tional security threats is that the de;丘nition depends on the perception and understanding
of the phenomena. In order to analyze securitization of Latin American cocaine traffick-
ing, this paper will be divided into two sections. First, the theoretical framework in secu-
ritization will be considered. Traditionally, security matters are analyzed with Realist the-
ones. This approach, however, does not provide an explanation of how a phenomenon
becomes a threat. Therefore, this paper will explore, through various referent points of
analysis and social constructivist ideas, the process of how a phenomenon transforms
into a threat… Secondly, the impacts of Latin American cocaine tra丘ckmg on the United
States will be investigated… Transnational organized crimes are known to affect various
aspects of state functions… These impacts are complex,… In order to simplify the analysis,
this paper will focus on economic, political and diplomatic spheres only. These three
spheres are signi丘cant parts of state functions and will expose the main features of co-
came trafficking m the United States.
